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ゴ
ミ
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
が
豊
か
に
な
る
に
し
た
が
い
、
そ
の
量
は
増
え
、
種

類
も
豊
富
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で
も
毎
年
二
割
ず

つ
増
え
つ
づ
け
今
で
は
毎
日
二
十
ニ
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
各
家
庭

か
ら
吐
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
石
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
五
台
の
収
集
車
と
十
四
人
の

職
員
で
、
こ
の
ゴ
ミ
と
戦
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
に
ひ
と
工
夫
を

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
で
一
番

困
る
の
は
台
所
ク
ズ
で
、
焼
却
能
力

の
低
下
に
つ
な
が
る
ば
か
り
か
、
処

理
場
の
焼
却
炉
を
こ
わ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の

お
よ
そ
四
分
の
一
が
台
所
ク
ズ
で
す
。

こ
の
台
所
ク
ズ
も
工
夫
し
だ
い
で
は
、
③

ず
い
ぶ
ん
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
た
ち
も
“
ゴ
ミ
減
量
”
に

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

台
所
の
ク
ズ
は
水
を
切
っ
て

　
ま
た
、
野
菜
ク
ズ
な
ど
は
、
水
を

切
っ
て
か
ら
出
す
よ
う
に
協
力
し
て

下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
ス
イ
カ
の
季
節

に
な
り
ま
す
が
、
皮
は
よ
く
押
し
て

水
を
し
ぼ
っ
て
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
ら
の
生
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、

な
る
べ
く
他
の
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に

ま
ぜ
て
出
し
て
下
さ
い
。
例
え
ば
ゴ

、
、
・
容
器
の
中
に
、
古
新
聞
紙
な
ど
を

敷
き
つ
め
て
か
ら
生
ゴ
ミ
を
入
れ
る

と
燃
焼
効
果
が
良
く
大
変
助
か
り
ま
す
。

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
お
願
い

　
指
定
の
場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。

　
を
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
ビ
ン
、
カ
ン
な
ど
の
燃
え
な
い

　
ご
み
は
心
ず
不
燃
物
の
収
集
日
に

　
出
し
て
下
さ
い
。

①
普
通
の
ご
み
は
収
集
日
の
朝
、

②
台
所
の
ご
み
は
、
よ
く
水
切
り

　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
澤

建
き
狛

呂
姦
壕

一2一

　
み
な
さ
ん
の
人
権
が
、
侵
さ
れ
な

い
よ
う
に
た
え
ず
見
守
り
、
も
し
人

権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
場
合
は
、
相
談
相
手
に
な

っ
て
、
そ
の
救
済
を
は
か
る
な
ど
、

ま
た
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考

え
方
を
広
め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
を
営
ん

で
い
く
上
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
法

律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
わ
か

ら
な
い
た
め
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

相
談
さ
れ
た
事
は
、
一
切
馨
に
月

扱
わ
れ
ま
す
の
で
ご
心
配
な
く
ご
相
7

談
下
さ
い
。

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
日

し
て
次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
酋
示

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投

高
　
　
清
　
　
　
　
　
　
挙

二三佐熊

谷藤沢瓶橋

四み正安清
　　　五
治ゑ美郎男

福
岡
蔵
本

葛
西
丁

大
鷹
沢
三
沢

福
岡
長
袋

白
石
沖

　
高
橋
人
権
擁
護
委
員
表
彰
さ
る

人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
参

騰
隙
綴
鋤
離
幽 議院議員通常選
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“
青
少
年
の
非
行
化
防
止
”

老
，

，
昌
腸

う

七
月
一
日
～
三
十
ロ
日

躍
　
七
月
い
っ
ぱ
い
〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
が
全
国
一
珊

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

…
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∬

’
　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
制

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∬

∬
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鮭

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

㎜
立
場
で
カ
を
合
わ
せ
て
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
△
蓼
築
く
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
昭
和
二
十
六
年
に
実
施
岬

”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甜

餌
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
二
十
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。
　
　
　
即

　
ま
た
必
然
的
に
オ
ー
ト
バ
イ
で
の

交
通
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

◎
　
小
・
中
学
生
は
・
・

　
夏
休
み
に
は
い
り
、
用
事
も
な
い

の
に
友
達
ど
う
し
で
街
や
百
貨
店
を

は
い
か
い
し
、
ま
た
遊
び
場
な
ど
で

お
金
を
浪
費
し
て
い
る
も
の
も
多
く

見
う
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
遊

び
半
分
に
万
引
き
す
る
例
も
出
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
極
力
市
民

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
末
然
に

防
ぐ
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
－
　
　
、

　
　
、
・
■
■
o
．
■
ー

　
　
凹
…
…
…
…
…
・
－
…
…
…
七
月
一
日
～
三
十
一
日

国
と
市
民
の

パ
イ
プ
役
行
政
相
談
員

　
行
政
相
談
と
は
、
国
の
機
関
が
行

っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

▽
　
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

▽
な
っ
と
く
が
い
か
な
い
こ
と
。

▽
　
希
望
し
た
い
こ
と
。

な
ど
の
事
柄
を
、
行
政
相
談
員
が
お

聞
き
し
て
、
行
政
監
察
局
と
連
絡
協

議
し
て
解
決
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
相
談
の
窓
口
と
な
る
行
政
相

談
委
員
は
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委

嘱
を
受
け
て
相
談
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
次
の
方
が
、
委
嘱
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

一3一

　
本
年
度
の
運
動
目
標
は
、
〃
青
少

年
の
非
行
防
止
の
た
め
の
地
域
活
動

の
推
進
”
で
す
。
最
近
に
沿
け
る
青

少
年
の
非
行
は
、
社
会
、
経
済
の
急

激
な
変
動
を
反
映
し
て
ま
す
ま
す
多

様
化
す
る
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、

非
行
の
低
年
化
が
一
層
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
の
非
行
を
防

止
し
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
共
に

手
を
携
え
て
、
連
体
意
識
を
基
礎
と

す
る
非
行
防
止
の
諸
活
動
を
強
力
に

の
非
行
防
止
に
、
い
っ
そ
う
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
解
放
的
な
夏
に
向
っ
て
、
街
頭
に

は
青
少
年
の
姿
が
多
く
見
か
け
ら
れ

ま
す
が
、
最
近
と
く
に
心
配
さ
れ
る

傾
向
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

◎
　
高
校
生
や
有
職
少
年
は
・

　
最
近
の
非
行
は
、
い
わ
ゆ
る
広
域

化
、
潜
在
化
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
オ
ー
ト
バ
イ
に
相
乗
り
し
て
疾
走

す
る
も
の
、
あ
る
い
は
郊
外
に
出
か

け
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
中
に

展
開
す
る
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
す
。
は
、
郊
外
の
人
目
に
つ
か
ぬ
場
所
で

　
ど
う
か
こ
の
運
動
を
契
機
に
、
市
　
の
喫
煙
や
、
不
純
な
遊
び
な
ど
に
ふ

民
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
青
少
年
　
け
る
も
の
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　
血
液
は
、
人
間
の
生
命
の
源
で

あ
り
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い

尊
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
科
学
の

進
歩
し
た
今
日
で
も
血
液
を
人
工

的
に
作
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。　

輸
血
に
必
要
な
血
液
は
、
ど
う

し
て
も
健
康
な
人
の
献
血
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

健
康
で
あ
る
人
も
、
い
つ
輸
血
を

必
要
と
す
る
か
解
り
ま
せ
ん
。

　
良
質
な
輸
血
用
血
液
の
必
要
性

は
、
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
私
達

自
身
の
問
題
で
あ
り
、
み
ん
な
が

献
血
に
協
力
し
て
尊
い
人
命
を
助

け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

献
血
O
さ
い
は

▽
満
十
六
才
か
ら
満
六
十
四
才
ま
で

　
の
方
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

▽
献
血
で
き
る
か
ど
う
か
採
血
前
に

必
ず
医
師
が
検
診
を
行
い
ま
す
。

▽
一
回
の
献
血
量
は
二
〇
〇
、
、
ゾ
㍊
で

　
す
。

　
こ
の
量
は
身
体
の
全
血
液
の
約
二

十
分
の
一
で
健
康
に
は
影
響
な
い

献
血
を
す
る
と

行
政
相
談
委
員

氏
　
　
名

小
関
利
雄

鈴
木
　
勇

住

所

臼
石
市
字
中
寺
前
6
7
～
2

　
　
⑥
～
二
一
〇
六
番

越
河
平
字
戸
ノ
村
4
7

　
　
越
河
八
三
八
八
番

▽
A
B
O
式
と
R
H
式
の
血
液
型
が

わ
か
り
ま
す
。

▽
血
圧
の
状
態
が
わ
か
り
ま
す
。

▽
保
存
血
液
代
が
無
料
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ら
の
行
政
相
談
員
は
、
毎
月

第
二
土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
三
時

ま
で
、
定
例
相
談
日
と
定
め
市
役
所

内
市
民
相
談
室
に
定
例
相
談
所
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。
ま
た
相
談
日
以
外

の
日
は
、
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
電
話
や
手
紙
で
も
よ
ろ
し
い

で
す
、
ご
相
談
下
さ
い
。

匡璽］第・回総選挙、所得制陶ため有権者は国民の1，24％（明治23年
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訪
d
昏
嬬
藤
d
ゐ
瑠
歴
召
距
d
臣
召
島
¢
嬬
捧
擁
臣
d
召
恥
d
療
d
卜
4
藤
廓
卜
認
庫
4
街

解

』
了
『
轍
＾
柵

　
　
簾
　
、
年
、

　
　
．
珍
β
、

“
聾
薄
ン

葺
遷
馨
ケ

　　　　　　ゆ

鉢
森
峠
の
山
の
神
の
石
祠

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
史
編
纂
委
員
　
飯
　
沼

　
白
石
市
常
林
寺
脇
の
八
幡
坂
を
通

り
、
森
合
の
神
明
堤
の
そ
ば
か
ら
「

七
曲
り
」
の
急
坂
を
登
っ
て
高
台
に

た
ど
り
つ
き
、
無
電
反
射
板
の
下
を

通
り
ぬ
け
る
と
、
高
さ
四
五
〇
メ
ー

ト
ル
の
鉢
森
峠
に
さ
し
か
か
る
。
こ

の
写
真
は
、
そ
こ
か
ら
白
石
盆
地
全

体
が
箱
庭
の
よ
う
に
眺
望
の
き
く
絶

景
の
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
嘉
右

工
門
山
の
神
」
の
石
祠
で
あ
る
。

　
明
治
十
八
年
、
今
の
国
道
二
三

号
線
が
小
原
新
道
と
し
て
開
か
れ
る

以
前
は
、
小
原
村
や
米
沢
・
山
形
へ

往
来
す
る
に
は
、
川
原
子
道
を
通
る

以
外
は
、
み
な
こ
の
石
祠
の
前
を
通

っ
て
峠
越
し
に
小
原
温
泉
に
下
る
か
、

　
峠
か
ら
村
境
を
南
に
屋
根
伝
え
に

上
下
し
て
下
戸
沢
に
至
り
、
七
ケ
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寅
　
治

　
山
麓
の
中
目
村
の
嘉
右
工
門
と
い

　
う
状
差
し
（
便
利
屋
）
が
、
月
夜

　
の
一
人
旅
で
、
此
の
峠
附
近
で
狼

　
の
危
難
を
救
っ
た
事
が
あ
っ
た
が
、

　
そ
れ
か
ら
は
い
つ
も
こ
の
狼
（
山

　
の
神
の
使
）
の
お
蔭
で
安
全
に
こ

　
の
山
道
を
上
下
す
る
事
が
出
来
、

　
　
商
売
が
繁
昌
し
た
の
で
、
感
激

　
し
た
彼
が
旅
人
の
道
中
安
全
を
願

　
っ
て
こ
れ
を
建
て
た
と
い
う
。

　
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ケ
原

合
戦
の
際
、
上
杉
領
だ
っ
た
白
石
城

を
攻
撃
し
た
伊
達
政
宗
に
味
方
し
た

小
原
、
七
ケ
宿
の
野
武
士
勢
が
米
沢

方
を
奇
襲
し
た
古
戦
場
が
、
鉢
森
峠

4一（明治19年）

か
ら
尾
根
伝
え
の
こ
の
道
で
あ
っ
た
。
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標

　
現
在
は
、
そ
の
近
く
の
中
目
梨
木
　
が

平
が
白
石
農
協
の
肉
用
牛
繁
殖
育
成

街
道
に
連
絡
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
の
約
一
三
〇
頭
の
牛
の
放

　
昔
は
、
毎
日
峠
を
越
え
て
人
馬
の

往
来
が
あ
り
、
紙
、
楮
、
繭
、
生
糸
、

焼
麩
、
温
麺
、
葛
粉
、
魚
な
ど
の
荷

物
が
盛
ん
に
運
ば
れ
た
。

　
そ
の
際
、
必
ず
休
憩
所
と
な
っ
た

こ
の
場
所
も
今
は
人
跡
が
絶
え
た
が
、

　
庚
申
塚
や
馬
頭
観
世
音
碑
が
数
基

残
っ
て
い
る
が
、

牧
場
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
放
射
板

の
辺
の
森
合
部
落
の
牧
場
と
共
に
高

地
利
用
の
例
で
あ
る
。
又
、
片
倉
時

代
以
前
か
ら
御
前
紙
漉
が
お
り
、
慶

長
年
中
銭
坂
屋
敷
で
紙
漉
講
習
会
が

開
か
れ
た
旧
大
平
村
は
、
高
級
の
和

紙
で
あ
る
奉
書
や
紙
子
の
産
が
あ
り
、

日本標準時制定、東経135度

、
霧
総
難
蕊
鰯
雑
加
灘
壷
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×

　
　
　
凶
、

×

欝

　
　
　
　
　
　
　
X
．

　
　
　
蝋
㌶
、

　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
v
き
恢

疏
、
㎞
、
㊥
購

鐵
藤

難
照
密

鞍
　
　
　
と
　
　
ズ

　
　
　
　
　
ィ
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
・
　
　
・
　
◇
ノ

　
中
小
企

業
で
働
く

人
々
の
た

め
に
国
の

援
助
で
大

企
業
な
み

の
退
職
金

を
支
給
で

き
る
よ
う

に
す
る
こ

と
を
目
的

と
し
て
発

足
し
た
も

の
で
す
。

加
入
で

き
る
企

業
は

　
常
用
従

業
員
が
一

人
以
上
三
〇
〇
人
以
下
の
中
小
企
業

が
加
入
で
き
ま
．
す
。

加
入
で
き
る
人
は

　
中
小
企
業
の
全
従
業
員
が
加
入
で

き
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
は

　
市
内
金
融
機
関
の
窓
口
に
準
備
し

て
あ
る
申
込
用
紙
に
、
申
込
金
（
掛

金
｝
カ
月
分
）
を
そ
え
て
金
融
機
関

の
窓
口
に
提
出
す
る
だ
け
で
手
続
が

完
了
し
ま
す
。
後
日
国
か
ら
退
職
金

共
済
手
帳
が
事
業
主
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
毎
月
の
掛
金
額
は

　
掛
金
の
月
額
は
、
四
〇
〇
円
か
ら

四
、
O
O
O
円
ま
で
あ
り
、
企
業
の

実
態
に
あ
っ
た
退
職
金
づ
く
り
が
で

き
ま
す
。

　
　
　
　
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光

　
　
　
　
　
　
　
課
又
は
、
市
内
金

　
　
　
　
　
　
　
融
機
関
に
お
問
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
下
さ
い
。

　
市
庁
舎
正
面
玄
関
東
側
に
、
市
民

相
談
室
を
開
設
し
て
一
年
。

　
市
民
生
活
の
上
で
お
こ
る
、
種
々

の
相
談
に
応
じ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
、
相
談
業

務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ど
ん

な
事
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

、
饗
撫
、

④③②①★

’職“．

唖

　
　
　
　
　
　
㌧
瀦

　
藁
画
鍵

　
　
び
ヤ
ぴ

　
　
　
　
ず
幽

諺
磯
譲

ぐ
ド

掛
「
ド
’
ー

市
民
相
談
室
の
主
な
事
務

市
の
行
政
に
係
る
苦
情
や
相
談

各
種
相
談
の
受
付
と
事
務
調
整

庁
内
の
案
内

市
民
の
サ
ー
ビ
ス
事
務

箭

　
　
瀦
．

プ
瓶

塔

　　　三
　　　　　　　　　ゆ

　国庫

　　臓　　事務費

一5一

笥驚　一

行政分野別相談状況
　　　　　　　　　　　　48．4．2～49．2．28

　　相談内　容
交通共済、離婚相談、養子
縁組、土地家屋地代、老人
医療費、T　V受信障害

上ヒ率％

　　32．9

羊目言炎f牛数

　　　104

行政分野

社会福祉

国保、失業保険、国民年金
児童手当、労災年金

16，552保険年金

道路舗装、補修、照明、甲
蓋取替、縦貫道、バイパス
橋梁工事

16．051路道

ごみの不法投棄、騒音振動
汚水処理、日照権

12．038環境保全

決壊補修、U字溝取付け、用
水路変更、竣漢作業

8．527用水路

不動産取得税、市県民税

譲渡所得、固定資産税

4．012税租

街路灯補修、中小企業資金
制度

1．65商工観光

住宅入居、市営住宅関係道
路側講補修、建築確認

1．65宅住

市職員雇傭にっいて1．65庁内業務

区行政、河川、農林水産
水道、都市計1画、労働

5．317その他

100．0316言十合

匡亟到政府・生儲に対する叙勲をテ夏活〔昭和38年
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市

匠

■
大
鷹
沢
中
学
校

　
三
年
佐
藤
時
男

市
内
小
中
学
生

“亀■

交
通
安
全
標
語
作
文

●
こ
の
ぺ
ー
ジ
は
み
な
さ
ん
が
主
役
で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
窟
を
お
送
2
だ
さ
い

自
石
駅
、
市
役
所
へ
の

　
　
標
識
板
を
と
り
つ
け
て

国
道
四
号
線
を
と
お
る
ド
ラ

》
ン
釧
轍
禦
鋸
騨
噛
謡

　
に
数
回
道
を
た
ず
ね
ら
れ
ま
す
・

哩
出
来
れ
ば
、
暑
駅
市
役

◎
所
等
へ
の
案
内
板
を
と
り
つ
け

薄
祁
睦
だ
け
な
い
も
の
で
し
ょ

転
　
暑
沖
条
利
郎

勘
〔
お
こ
茎
市
民
相
談
室

　
　
　
国
道
四
号
線
、
刈
田
病
院
前

　
　
交
差
点
附
近
に
、
標
識
板
を
設

　
　
置
し
て
欲
し
い
と
言
う
声
を
、

　
　
多
く
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
が
、
道

　
▼
原
稿
の
あ
て
さ
き
凹
白
石

㎜
市
字
桜
小
路
35
、
市
役
所
総
務

…
課
広
報
係
　
▼
住
所
、
氏
名
、
年

…
齢
、
職
業
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

…
紙
上
だ
け
匿
名
も
出
来
ま
す
。

を
尋
ね
る
た
め
に
、
車
を
止
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
交
通
渋
滞
を
さ
せ
る

原
因
に
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

て
お
り
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
一
日
も
早
く
標
識
板

を
設
置
す
る
よ
う
に
、
建
設
省
と
協

議
し
て
お
り
、
又
現
地
に
お
い
て
も

再
三
に
わ
た
り
設
置
場
所
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
の

猶
予
を
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
刈
田
病
院
前
交
差
点
附
近

襲
騒

“
§
｝
き
祷
灘
鋳
’

　
　
　
　
灘

　
白
石
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会

長
川
田
禎
一
）
で
、
交
通
安
全
思
想

の
普
及
の
た
め
市
内
小
、
中
学
校
よ

り
、
標
語
、
作
文
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
あ
わ
せ
て
百
数
十
点
を
出
品
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
石
交
通
安

全
協
会
、
白
石
警
察
署
、
白
石
市
役

所
及
び
、
白
石
教
育
委
員
会
の
審
査

員
に
よ
っ
て
、
甲
、
乙
つ
け
が
た
い

作
品
が
多
い
中
か
ら
、
特
に
優
良
作

品
と
し
て
次
の
と
お
り
選
ば
れ
ま
し

た
。　

必
ず
待
と
う

　
　
　
　
車
の
切
れ
目

　
　
斎
川
小
　
三
年
　
船
山
　
亘
君

　
さ
あ
進
も
う

　
　
　
正
し
い
心
の
青
信
号

　
　
白
石
第
一
小
四
年
　
大
庭
茂
君

　
青
信
号
　
今
が

　
　
あ
な
た
の
　
渡
る
番

　
　
白
川
小
　
五
年
　
高
橋
次
男
君

年
寄
を
　
い
た
わ
り

　
　
　
渡
ろ
う
　
横
断
歩
道

　
　
白
石
第
一
小
六
年
　
畑
中
美
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

交
差
点
足
よ
り

　
　
　
先
に
右
左

　
　
南
中
　
二
年
　
　
太
斎
静
郎
君

ゆ
ず
ら
れ
て
　
ゆ
ず
っ
て

　
　
　
笑
顔
の
　
交
通
安
全

　
大
鷹
沢
中
二
年
　
阿
部
昭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

『
目
転
車
と
オ
ー
ト
バ
イ
』

　
小
原
中
　
二
年
　
小
室
幹
雄
君

『
ギ
ブ
ス
を
は
め
た
わ
た
し
』

　
白
石
第
一
小
六
年
　
草
刈
律
子

『
交
通
事
故
』
　
　
　
　
　
　
さ
ん

　
白
石
第
一
小
三
年
　
宮
城
朋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

、
グ

い
糟
＼
＼
ざ
、
＼
さ

ノ
乞
ぎ
、
o o

賜
　
　
　
oo

㍉牲
激7

　
　
O

癖
洲

盆

懸
響
灘
灘
灘

ふ　　　
　
　
　
　
揃
　
．

　
　
　
6

∈
　
　
一

フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
軟
ら
か
さ
を
あ

た
え
る
た
め
に
使
用
す
る
薬
品
で
す
。

　
高
温
や
、
油
に
溶
け
易
く
、
人
体

に
蓄
積
さ
れ
て
、
肝
蔵
を
悪
く
し
た

り
奇
形
児
が
生
れ
る
と
言
れ
て
お
り

ま
す
。
種
々
の
製
品
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
次
の
事
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

▽
プ
ラ
ス
チ
ッ
タ
容
器
に
、
熱
の
あ

　
る
も
の
は
入
れ
な
い
。

▽
油
気
の
多
い
食
品
は
入
れ
な
い
。

▽
古
く
な
っ
て
、
傷
の
多
い
容
器
は

　
使
用
し
な
い
。

▽
長
期
間
保
存
の
時
は
使
用
し
な
い
。
現

A
　
F
　
2

　
食
品
殺
菌
剤
と
し
て
許
可
さ
れ
て

い
る
A
F
2
は
、
魚
肉
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
か
ま
ぼ
こ
等
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
肝
蔵
や
遺
伝
子
に
悪
影
響

が
あ
る
よ
う
で
、
出
来
る
だ
け
避
け

在は1年12回に）昭和23年国民の祝日決定
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県
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

七
月
八
日
～
十

　
白
石
寿
山
団
地
内
に
建
設
中
の
県

営
ア
パ
ー
ト
の
入
居
希
望
者
を
、
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
方
法

①
申
込
方
法

　
　
申
込
用
紙
は
市
建
設
課
に
準
備

　
し
て
あ
り
ま
す
。
記
載
し
て
必
要

　
書
類
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

②③

申
込
受
付
場
所

市
役
所
建
設
課

宮
城
県
住
宅
管
理
公
社

申
込
受
付
期
間

日
受
付

　
昭
和
四
十
九
年
七
月
八
日
か
ら

十
一
日
ま
で
、

出
張
受
付
七
月
十
一
日
市
役
所

募
集
住
宅
の
あ
ら
ま
し

①
住
宅
名

②
構
造

③
募
集
数

　
補
欠

④
家
賃

⑤
規
格

⑥
入
居
日

白
石
寿
山
住
宅

中
層
耐
火
五
階
建

三
十
戸

　
五
戸

一
階
～
四
階
6
、
八
8
円

五
階
　
　
　
る
、
五
8
円

山
ハ
田
宜
、
　
四
、
五
田
宜
四
、
五
国
宜

ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
キ
ン

昭
和
四
実
年
＋
一
月
一
日

　　　　夷　　施　　区　　別
越　河全地〉く

斎　川全地区
大　平全地区

大鷹沢全　区

白　川全地区

小　原全地区
南町、田町、本町、中町、長町、亘理町

短ケ町、新町、西益岡、中益岡、東益岡

清水小路、　町、柳町、

滝上、滝下、尾箆、上原、鎌先、弥治郎

大綱、八宮、芹沢
東、北、南、西下、西上、山根、下原、山の下

川原子、沼、不忘、蔵王、三住
沖

本郷1．2．3．4，鷹巣、上郡山、郡山

小下倉

罫IIllII酬llrII”III｝r”，lr匹｝1［11，1卜IIII唱1IIllIllI・II”II』閣1監rIIIlll　注　　意　　事　　項　　Illl，IIヒIIIIIIrMllIIII”IIIIIII”1！IIIII
－IIlilIII卜Ilm I”Il”II』1曳

…1．火気のある場所で使用しないここと。　　　　　　霊
12・食器・飼料・おもちや等に直接力・けないようにすること．　1

…3・消毒に従事される方な必ずマスクを使用すること。垂
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

…4，作業終了後は石ケン水で手足、顔等をよく洗うこと。≡
も

III牛II”犀～II”星11』脚剛”川II回川IIII聖川IIlrl川IIl”川llIIIF”llllI川箪1！Il・1川“旧lllII11川II51111IIIIII”』1，lllセー、li駈II『一艮lkIII『111匿IIIII〕｝一IIll『1剛IIE＆II1一，1，しIII，I
IIIIトIEIIヒIIP，111111レ1，1，llI

，r，ぎ

菅原通済

午後1時～

寒三悪追放について“

財団法人三悪追放協会長

昭和49年7月10日（水）

　白石市市民会館

程日毒消の夏

　
河

X

演
　
　
き
ろ

講
　
　
　
こ

男
　
　
と
と

特

三悪とは性病、麻薬、売春のことをいいます。

性病…若年層にまん延しっつあり、心身を侵し、子

　　　孫にまで害を及ぼします。

麻薬…一度その用途を誤まると身を滅し、家庭を破

　　　壊し、悲惨な状態になります。

売春…売春婦のほとんどが性病持ちである。不特定

　　　多数の客をとるため、梅毒をまち散らしてい

　　　るようなものです。

繁
崇
崇
崇
豪
繁
筆
鰹
豪
巌
廉
禦
廉
豪
廉

斎川
大平
大鷹沢

白川
小原
臼石

〃

〃

福岡
〃

〃

〃

〃

白石
〃

月

灰
不
禾
至
王
百

7
7
再
丁
天
天
百
了

7

月日

7．15

7．16

7．17

7．18

7．19

7．20

7．21

　〃

　〃

7．22

　〃

7．23

7．24

7．28
　〃

　〃

一若い人達、お友達と共に参加しましょう一
寮繁難楽豪警廉豪宰駕麟墨練翠革崇崇摯巌繋景繋寮縮添巌

　16ミリ映写機操作技術講習会
と　き　7月24日～25日（2日間）午前8．30～5．00

ところ　白石市役所　第3会，義室

しかく　①18才以上の方ならどなたでもよい

　　②16ミリ映写機操作技術認定証の有効期閲のきれた人

　　　　　　　　　　　　　（実技検定のみ）

嶽
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嶽
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ポ
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》
滑
攣

鷹…騒鰯慢督≡醐噛陛謄響一・愚・　5　i一　　　≡”・≡　§．．語　　…一一5騰ぎ篇＝＿5．i窯．．＿雪＿…75

卸

1　税務大騨生募集　l
l受験資格昭和29年4月2日～昭和32年4月1日i
ヨき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
1申込鮒期間昭和49年7月18日～7月31日　l
lll第1次試験昭和49年10月6日（教養・適性・作文）l

l　　醐合せは大河原税務所へ　　I
謹§．H§聖≡ち≡ξ『一＝．．≡一藷5顎報i＿≡§i一、．＝多．．曇．5¶．5二εi礁5属廟≡罐曇避

幸
せ

●

幸せっくる

更生年金

住宅、医療、修学等の資金にお困りの方は

ご利用ください。

償還期限子利貸付額資金の種類

6年3％250，000円更生資金

5年3％

8年無利子

5年3％

　　300，000円

高校⑤3，000円
短大⑰7，000円

　　100，000円

住宅資金

修学資金

療養資金

3年3％50，000円福祉資金

　　　　　　　お申込みは　民　　生　　委　　員へ　叢受講料　無料　但しテキスト代200円
　　　　　　　　　　　　自石市社会福祉協議会　　攣申込〆切　7月16日まで　白石市教育委員会へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　季》磨索拳ゆ字ゼ伊3宮讐常崇巌繁巌一裏筆楽楽楽摯楽暴楽繋景崇

圃交通反則通告制度郵便番号制度発足（昭和43年）　　　　　　　一7
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タト　　科内　　　科曜日月

刈田病院⑤2145

宮城医院⑤2062

刈田病院⑤2145
加藤（力医院⑥2653

大沼医院⑤2502

芭　医院⑤2410

水野医院⑤2735
加藤（司医院⑤2001

日
　
日
　
日
　
日

7
1
4
2

1
2
8

7

国臼石市の人・16月・日現在9，839世帯男19・986人女2L321人計4L307人


